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N14a post-AGB星星周空間におけるUIR放射の空間的差異
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Unidentified Infrared(UIR)バンドはHII領域やYSOs、惑星状星雲などさまざまな天体に普遍的に見られるダ
スト放射である。近年の ISO SWSによる観測等によって、この UIR放射がいくつかのクラスに分類できる事
が分かって来た (e.g. van Diedenhoven et al. 2004)。それによると、HII領域や YSOなどの天体のほとんどは
11.20-11.24umにピークを持つ、比較的鋭い放射構造 (class A)を示すのに対し、惑星状星雲や post-AGB星など
はよりプロファイルが広い (class AB)、あるいは長波長側にピークがずれた (class B)放射を示すものが多い。し
かし、この放射構造の違いが何に起因するかは今だ明らかではない。
この放射構造の差異を知る手がかりのひとつは、天体の高解像度観測である。我々は、すばる望遠鏡の中間赤
外装置COMICSを用いてUIR放射を示す天体の高解像度中分散観測を行い、UIR放射の空間的な差異からその
成因を探るという研究を行っている。2004年 11月には class ABおよびBを示す天体としてBD+30 3639とRed
Rectangleの中分散観測を行い、11.2umUIR放射の空間的な差異について良質のデータを得た。解析の結果、以
下のような事が明らかとなった。(i) Red Rectangleの UIR放射は星から離れるに従って短波長側にずれる。中
心付近では class-B的な放射を示すが、中心星からの距離が大きくなるにつれてピークが長波長側にシフトする。
中心星から 2.4”(実スケールで 1700AUに相当) 離れた場所では class Aに近い放射を示す。(2) BD+30 3639は
シェルの位置、またシェルの内外によらず class ABに似通った放射を示す。
講演ではこれら天体星周空間でのUIR放射の空間的差異について詳しく述べ、その成因について議論する。


